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第 384 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『起源』＆『進展』〜 人生の根幹を追求する 〜 

 

2026年2月6日 筆者は、病理医として 定例の『病理組織診断業務』を担当した。【『病理学』は『形態』＆『起

源』＆『進展』などを追求する学問分野である。『病理組織診断』は『風貌を診て、心まで読む ＝ 人生の根幹

を追求する』でもある。『顕微鏡観察』は『癌細胞の病理と人間社会の病理 ＝ 生物学の法則＋人間学の法則＝

『がん哲学の原点』】である。 『病理学者・病理医』が順天堂大学病院の外来で、『がん哲学外来』を創設出

来たのは ここにあろう！  まさに、『病理学者・病理医よ 大志を抱け！』の歴史的要請となった！ 

 

今回、人生の【『つもり違い10ヵ条』＆『心構え』】が、鮮明に甦ってきた。 

 

『つもり違い10ヵ条』 

１）『高いつもりで低いのが教養』 

２）『低いつもりで高いのが気位』 

３）『深いつもりで浅いのが知識』 

４）『浅いつもりで深いのが欲望』 

５）『厚いつもりで薄いのが人情』 

６）『薄いつもりで厚いのが面皮』 

７）『強いつもりで弱いのが根性』 

８）『弱いつもりで強いのが自我』 

９）『多いつもりで少ないのが分別』 

１０）『少ないつもりで多いのが無駄』 

 

『人生の心構え』 

◎ 0歳から10歳   “愛情豊かな動物＆老人に育てられた子供は大成する” 

◎ 20歳代＆30歳代 “人に言われたことを黙々とがむしゃらにやる” 

◎ 40歳代          “自分のやりたいことや好きなことに専念する” 

◎ 50歳代          “積極的に周りの人の面倒をみる” 

◎ 60歳代          “自分のことしか考えていなかったら恥と思え” 

◎ 70歳代          “自分のことを語る” 

◎ 80歳代          “自分の人生をプレゼントする” 

◎ 90歳代          “天寿を全うする” 

◎ 100歳           “天国でカフェを開く” 

 


